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【要 旨】 

本研究は，セーリング競技におけるナショナルチーム強化指定選手 （NT）とユースナショナルチ

ーム強化合宿参加選手 （ユース NT）を対象に，心理的競技能力に関する調査を行い，NT（オリン

ピックメダリスト含む）とユース NT の心理的競技能力の特徴を捉え，NT およびユース NT の競技力

向上に繋がる心理的競技能力について 5 因子・12 尺度から構成される DIPCA 3 を用いて検討し

た．その結果，以下のような特徴がみられた．なお『』を因子，「」を尺度として表記した． 

1． NT では，心理的競技能力に性差が認められなかったものの，ユース NT の男子は，女子よりも

「闘争心」，『自信』（「自信」，「決断力」）および『作戦能力』（「予測力」，「判断力」）が高い． 

2． ユース NT は，NT にステップアップするために，『競技意欲』（「忍耐力」，「自己実現意欲」），

『精神の安定・集中』（「リラックス能力」，「集中力」），『自信』（「自信」，「決断力」）および『作戦

能力』（「予測力」，「判断力」）を高める必要がある． 

3． オリンピックメダリストの心理的競技能力は，『精神の安定・集中』（「自己コントロール能力」，「リ

ラックス能力」，「集中力」）が高い傾向であり，NT の競技力向上に関連する能力であると考え

られる． 

以上の知見は， NT およびユース NT の競技力向上に寄与するものと思われる． 
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［Abstract］ 

The present study used the Diagnostic Inventory of Psychological Competitive 

Ability for Athletes (DIPCA) to investigate the psychological competitiveness of 

Japanese national team sailors (NT) including Olympic medalists and the youth 

national team sailors (YNT), in order to clarify their features and to evaluate the 

sailors’ psychological competitiveness so as to improve their competitive power. 

The following features were revealed: 

(1) In the NT, no difference was found in psychological competitiveness between the 

male and female sailors, but in the YNT, the men were higher in fighting spirit, 

self-confidence (self-confidence and decision), and strategic ability (prediction and 

judgment) than the women. 

(2) In order for the YNT to achieve the quality of the NT, they must improve their 

competitive motivation (patience and need for self-actualization), mental stability 

and concentration (relaxing and concentrating), self-confidence (self-confidence, 

decision, and judgment), and strategic ability (prediction and judgment). 

(3) The psychological competitiveness of the Olympic medalists tended to be high in 

mental stability and concentration (self-control, relaxing, and concentrating), 

characteristics that are thought to be key elements in the competitive ability. 

The above findings may contribute to improve the competitive ability of the national 

team and the youth national team. 
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Ⅰ．問題提起 

セーリング競技は，風，波，潮などの自然の力を利用し，時々刻々と変化するコンディションの中

で，戦術や戦略を組み立てて競い合うため，戦略的な判断能力が必要とされる競技である．また，

この競技の特性として，レースを終了するまでコーチはレースエリア内に入ることが出来ず，第 3 者

からの助言なしにレース中のあらゆる判断を選手自身が行わなくてはならない．したがって，セーリ

ング競技の選手には身体的能力やセーリング技術に加えて，決断力や判断力といった心理的能

力が要求される．また，ワールドカップや世界選手権といった国際主要大会は，およそ１週間に渡り

行われ，事前のトレーニングや調整の期間を含めると非常に長期間の遠征となる．つまり，その期

間を通して，身体や心理面のコンディションをコントロールする能力が必要となる． 

実際に，セーリング競技におけるナショナルチーム選手（以下「NT」）やユースナショナルチーム

選手（以下「ユース NT」）を指導する場面では，セーリング技術向上のためのコーチングのみならず，

選手のモチベーションや意欲を高めたり，持続させたりするような心理面の指導も求められている．

このような指導場面を想定すると，NT およびユース NT に対して，性別の違いにより心理的特性が

異なるのか，あるいは年代や競技レベルが高まるにつれて，心理的特性がどのように変化していく

のか，を把握することは，コーチにとって有用な基礎資料になると考えられる．スポーツ選手の心理

的特性について，徳永・橋本（2000）は，一般にスポーツ現場で使われている「精神力」という抽象

的な言葉の内容を各項目に分類し，心理的競技能力を評価する方法を開発した． 

そこで本研究では，セーリング競技における NT とユース NT を対象に，心理的競技能力に関す

る調査を行い，NT およびユース NT の心理的競技能力の性差と，NT とユース NT との差，NT とオ

リンピックメダリストとの差を比較し，NT とユース NT を指導する場面で活用できる知見を得ることを

目的とした．本研究では，心理的競技能力が競技中の心理状態に関連すること，また中学生から

成人まで使用でき，その場で容易に診断が行えること（徳永，2003），といった利点を考慮して，徳

永・橋本（2000）が開発した心理的競技能力診断検査（DIPCA.3）を用いて評価した． 

  

Ⅱ．研究方法 

1．調査対象 

対象者は，全日本ナショナルチーム選考レースの成績から，日本セーリング連盟が 2007 年度に

公認したナショナルチームに所属する全選手 32 名（NT）と，ユースナショナルチーム強化合宿に参

加した全選手 46名（ユース NT）である．対象者の年齢および年代を表 1 に示した．なお NT は，い

ずれの選手においても過去に世界選手権への出場経験を有している（過去のオリンピックメダリスト

を含む）選手である．一方で，ユース NT に関しては，いずれの選手においても全国大会に出場す

るレベルの選手である．全国大会では，ナショナルチームの選考大会や世界選手権への出場権を

獲得することを兼ねていることから，全国大会での上位選手が，ナショナルチームの選手や世界選

手権に出場する選手に該当する．つまり，本研究の対象者の競技レベルとしては，ユース NT（全

国大会レベル）に比べて NT（世界選手権レベル）の方が高いといえる．  
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2．調査内容と時期 

セーリング競技選手の心理的競技能力の特性について検討するために，徳永･橋本（2000）が

作成した心理的競技能力検査 (DIPCA.3)を実施した．この検査の質問内容は， 12 尺度 (「忍耐

力」，「闘争心」，「自己実現意欲」，「勝利意欲」，「自己コントロール能力」，「リラックス能力」，「集

中力」，「自信」，「決断力」，「予測力」，「判断力」，「協調性」) ，5 因子(『競技意欲』，『精神の安

定･集中』，『自信』，『作戦能力』，『協調性』)から構成されるものであった．なお，各質問項目に対

する回答は，「いつもそうである（90～100%）」，「しばしばそうである（70%）」，「ときどきそうである

（50%）」，「ときたまそうである（25%）」，「ほとんどそうでない（0～10%）」の 5 段階である． 

DIPCA3 は，先行研究（本間，2009）においても，「指導者が選手指導の際に有用となる知見を

得る」といった本研究と類似する目的で用いられており，コーチが指導場面で活用できる基礎資料

が得られると考え採用した．また柳・谷（1995）は，DIPCA を用いて，セーリング競技選手（一般レベ

ル）における心理的競技能力について検討しており，本研究の結果を考察する上で活用できると

考え同様の方法を用いた． 

調査時期について，NT は試合期にあたる海外大会派遣の直前，またユース NT は，国内強化

合宿期間中の 2007 年の 3 月末に調査を実施した． 

 

3．分析方法 

本研究の対象者（表 1）は，ナショナルチーム所属選手およびユースナショナルチーム強化合宿

に参加した選手ということで調査数が限られているため，比較検討する際の群分けを次の通り工夫

した．まず，NT（男子 18 名，女子 14 名）とユース NT（男子 30 名，女子 16 名）それぞれの特徴を

捉えるために，性差を検討した．また，競技レベルおよび年代については，NT（世界選手権レベル，

社会人および大学生）とユース NT（国内大会レベル，高校生）との 2 群に分類して比較を行った． 

表 1．全対象者の内訳 

区分 男子 女子 計

NT
18名

（メダリスト1名を含む）

14名

（メダリスト1名を含む）
32名

年齢

（平均値±標準偏差）
　27.6±4.3 28.5±5.9 28.0±5.0

経験年数 5-9年：2名，10年以上：16名 5-9年：4名，10年以上：10名 5-9年：6名，10年以上：26名

　年代 大学生：3名，社会人：15名 大学生：1名，社会人：13名 大学生：4名，社会人：28名

ユースNT 30名 16名 46名

年齢

（平均値±標準偏差）
16.5±0.5 16.4±0.6 16.5±0.5

経験年数
1-2年：14名，3-4年：3名，

5-9年：11名，10年以上：2名

1-2年：10名，3-4年：1名，

5-9年：4名，10年以上：1名

1-2年：24名，3-4年4名，

5-9年15名，10年以上：3名

　年代 高校生：30名 高校生：16名 高校生：46名

計 48名 30名 78名
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したがって，NT とユース NT との差（年代および競技レベル）について検討することにより，本研究

の目的であるユース NT の競技力向上に必要となる心理的競技能力を捉えることとした．  

さらに，本研究の対象者であった過去のオリンピックメダリスト（世界選手権トップレベル）と，NT

（世界選手権レベル）との心理的競技能力について比較を行い，競技レベルが極めて高い選手の

特徴から，NT の競技力向上に必要な心理的競技能力についても検討した． 

全ての項目に対して一元配置分散分析を用いて比較を行った．有意水準は 5%未満とした． 

 

Ⅲ．結果 

1．NT およびユース NT の性差について 

表 2 は，NT における男女別の心理的競技能力得点について示したものである．いずれの尺度・

因子，および総合得点ともに有意な差は認められなかった．一方で，ユース NT における男女別の

心理的競技能力得点（表 3）についてみると，男子は女子よりも「闘争心」，「自信」，「決断力」，「予

測力」および「判断力」の尺度得点，『自信』および『作戦能力』の因子得点，心理的競技能力の総

合得点が有意に高かった．  

 

表 2．NT における心理的競技能力得点の性差 
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表 3．ユース NT における心理的競技能力得点の性差 

 

 

2．NT とユース NT との差について（競技レベルおよび年代の差による検討） 

表 4 は，NT とユース NT における心理的競技能力得点について示したものである．NT は，ユー

ス NT よりも「忍耐力」，「自己実現意欲」，「リラックス能力」，「集中力」，「自信」，「決断力」，「予測

力」および「判断力」の尺度得点，『競技意欲』，『精神の安定・集中』，『自信』および『作戦能力』

の因子得点，心理的競技能力の総合得点が有意に高かった． 

 

表 4．NT とユース NT の心理的競技能力得点の比較 
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3．NT とオリンピックメダリストと差について 

図 1，2 は，NT（世界選手権レベル）と過去のオリンピックメダリスト（世界選手権トップレベル）との

心理的競技能力について比較した結果である．オリンピックメダリストの心理的競技能力は，NT より

も全体的（「勝利意欲」の尺度得点以外）に高い傾向であるが，特に「自己コントロール能力」，「リラ

ックス能力」および「集中力」の尺度得点（各尺度 20 点満点），『精神の安定・集中』の因子得点

（60 点満点）は，オリンピックメダリスト両者とも満点と高得点であった． 

 

 

図 1．NT およびオリンピックメダリスト男女における心理的競技能力の尺度別得点の比較 

 

 

図 2．NT およびオリンピックメダリスト男女における心理的競技能力の因子別得点の比較 
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Ⅳ．考察 

本研究では，セーリング競技における NT とユース NT を対象に，心理的競技能力に関する調査

を行い，NT（オリンピックメダリストを含む）とユース NT のそれぞれの心理的競技能力の特徴を捉え，

ユース NT が NT に，NT がオリンピックメダリストにステップアップするための心理的競技能力を検討

した．その結果，セーリング競技における NT とユース NT の心理的競技能力の性差，NT とユース

NT およびオリンピックメダリストとの心理的競技能力の差が明らかとなった． 

そこで以下は，①NT とユース NT の心理的競技能力の特徴（性差），②ユース NT の競技力向

上に関連する心理的競技能力，③NT の競技力向上に関連する心理的競技能力について考察を

加える． 

 

1．NT およびユース NT の心理的競技能力の性差について 

本研究の結果より，セーリング競技の NT における心理的競技能力の性差については，いずれ

の項目ともに有意な差は認められなかった（表 2）．一方で，ユース NT については，「闘争心」，『自

信』（「自信」，「決断力」），『作戦能力』（「予測力」，「判断力」）および心理的競技能力の総合得

点が，女子よりも男子の方が高い値であった（表 3）． 

セーリング競技に関する報告をみると，柳・谷（1995）は，一般競技レベルにおけるヨット競技選

手の心理的競技能力について，男子は女子に比べて，『自信』（「自信」，「決断力」）と『作戦能力』

（「予測力」）が有意に高い得点であったが，それ以外の項目については，有意差が認められなかっ

たことを報告した．これは，本研究でユース NT の男子が女子よりも『自信』（「自信」，「決断力」）お

よび『作戦能力』（「予測力」）が高かったという結果と一致しているが，NT において男女差が認めら

れなかった点とは異なる結果となった．このことについて，国内では競技レベルの高いユース NT で

も，NT に比べてセーリングの技術，知識および経験が劣っているため，心理的競技能力が一般競

技レベルの選手と似た傾向を示したのかもしれない． 

一方で，徳永ほか（2000）は，スポーツ医療・健康体力相談事業を受講した様々なスポーツ種目

（ネット型，野球型，個人対人型，個人記録型，ゴール型）のスポーツ選手（男子 1,241 名，女子

699 名）に対して，心理的競技能力の検討を行った結果，「闘争心」，「自己実現意欲」，『精神の

安定』（「自己コントロール能力」），『自信』（「自信」，「決断力」），『作戦能力』（「予測力」，「判断

力」）および心理的競技能力の総合得点で，性差が認められることを示しており，本研究の結果や

柳・谷（1995）の研究よりも多くの項目で性差が認められることを報告している． 

以上のことから，セーリング競技の心理的競技能力は，他のスポーツ競技種目に比べてみれば

全体的に性差が小さく，競技レベルの高い一流選手になればさらに心理的競技能力の性差が小

さくなる可能性がある． 

これは，一般的に他の競技種目では，性差が認められる理由として，男子の方が体格や筋力的

な要因が優れることが挙げられるが，セーリング競技においては，パフォーマンスに影響する要因

（用具のチューニング能力，用具のハンドリング能力，自然環境の変化に対応した戦略・戦術能力
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など）が多数存在するため，性差による競技レベル差が小さい可能性がある．実際にロンドンオリン

ピック種目である 470 級種目は，1976～1984 年までのオリンピック 3 大会において，他のオリンピッ

ク競技では珍しく男女混合・混成種目が存在した競技であり，さらに 2007 と 2013 年に開催された

470 級の全日本選手権では，男子選手を抑えて女子選手が総合優勝を果たしたという事例もある．

したがって，特に一流のセーリング競技選手では，同艇種で競技した場合に，男女間でのパフォー

マンスの差が小さくなるため，心理的競技能力の性差がみられなかった可能性がある． 

また，セーリング競技とは異なる車椅子バスケットボール競技選手においても，日本代表レベル

の一流選手では，心理的競技能力（「自己実現意欲」と「自信」以外の項目）に性差は認められな

いという報告（三浦ほか，2008）もみられる．そのためセーリング競技のみならず，他の競技種目に

おいても，一流選手における心理的競技能力の性差は，小さくなる可能性がある．この点について，

現時点で明瞭な解答は得られないが，今後，他の競技種目の一流選手を対象とした調査を行い，

検討する必要があるだろう． 

 

2．ユース NT の競技力向上に関連する心理的競技能力について 

本研究における NT とユース NT との差（表 4）には，競技レベル（世界選手権レベル vs 国内大

会レベル）および年代の差といった複数の要因が影響していると考えられる．  

本研究の対象である NT（世界選手権レベル）とユース NT（国内大会レベル）は，両者とも各年

代における国内一流選手ではあるが，出場大会の経験からみて競技レベルが大きく異なる．徳永

（2000）は，競技レベルが高い選手ほど，『協調性』（「協調性」）を除く全ての心理的競技能力が優

れると報告しており，「闘争心」，「勝利意欲」および「自己コントロール能力」を除く尺度・因子にお

いて，本研究結果の競技レベル差と一致している．本研究において，「闘争心」，「勝利意欲」およ

び「自己コントロール能力」に，競技レベル差が認められなかった理由としては，本研究におけるユ

ース NT の競技レベルが，ある一定レベル以上であったため，すでにセーリング競技にとって必要不

可欠な「闘争心」，「勝利意欲」および「自己コントロール能力」を獲得していた可能性がある．しかし，

これらの尺度に関連する因子について，ユース NT における『競技意欲』および『精神の安定・集

中』は，NT よりも低い結果であった．つまり，指導者は競技レベル向上のための指導と並行して，

『競技意欲』および『精神の安定・集中』を高めるような指導が求められると考えられる．たとえば，コ

ーチは各選手の能力に見合った「目標設定」を行わせて，「モチベーション」や「やる気」を高めるた

めの声掛けをすることや，「冷静さ」，「リラックス」および「集中力」を高める（維持させる）ために，レ

ース時の行動をパターン化（ルーティン化）させることが一つ指導方法として挙げられる．  

また年代による影響について，本間（2009）は，シンクロナイズドスイミング競技のジュニア年代

（12-16歳）における『作戦能力』（「予測力」，「判断力」）が，シニア選手（A代表および B 代表）より

も低いと報告した．また大嶽ほか（2003）は，サッカー選手を対象に行った調査から，特に『作戦能

力』は，「多くの試合経験や日々の練習の中で身につくもの」であるため，ジュニアやユース年代で

は競技経験が少ないことにより低い得点になると述べた．以上のことを考慮すると，『自信』と『作戦
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能力』については，ユース世代では培われにくい可能性もある．特にセーリング競技は，レース中の

風の状況や他艇の帆走位置などを予測し，時々刻々と変化するレース中の状況を判断することが

パフォーマンスンに大きく影響する．そのため，コーチは選手に対して，環境（風向，風速，潮流，

波）の変化に対応する能力や，選手間のかけひきなどを，多くのレースを体験させることで改善して

いく必要がある．そして，コーチは選手のレースを客観的に観察し，レース後に改善すべき点を問

題提起することで，『作戦能力』を高めさせる必要がある．また，『作戦能力』の指導と合わせて，自

信を持って「思い切りの良いコースを選択すること」や「良い順位を獲得出来るイメージを持つこと」

などを教示し，『自信』を高めるような指導も必要であろう． 

上記以外にも，コーチは，選手の『競技意欲』，『精神の安定・集中』，『自信』および『作戦能力』

の心理的競技能力を高められるような指導方法を，常に探究していく必要があるだろう． 

 

3．NT の競技力向上に関連する心理的競技能力について 

本研究では，経験年数はほぼ同等であるが，競技レベルの異なる NT（世界選手権レベル）と過

去のオリンピックメダリスト（世界選手権トップレベル）との心理的競技能力について比較した．図 1，

2 を見ると，オリンピックメダリストの心理的競技能力は，NT よりも全体的（「勝利意欲」の尺度以外）

に高い傾向であるが，特に『精神の安定・集中』の因子得点は両者とも満点（60点）と高得点であっ

た．つまり，セーリング競技において，『精神の安定・集中』は，特に競技レベルの高い選手に求め

られる重要な能力であることが窺える．このことに関して，セーリング競技は時々刻々変化する環境

（風向，風速，潮流，波）の中で行われること，また国際主要大会は，約 1週間に渡り 10 レース以上

のレースが行われるため，全てのレースを一度のミスもなく終了することは極めて稀なケースである．

したがって，選手は自身の最大限の能力を発揮して，ミスを無くす（少なくする）ように努めなければ

ならないため，「リラックス能力」や「集中力」といった心理的競技能力が重要になると考えられる．ま

た，レース中にミスをしてしまった場合でも，その後ミスを繰り返さないように気持ちを切り替えられる

「自己コントロール能力」が必要になると考えられる．つまり，セーリング競技の競技特性を考慮する

と，『精神の安定・集中』は，一流競技者にとって必要不可欠な心理的競技能力であり，NT の競技

力向上に寄与する能力であると推察される．今後は，これらの能力を向上させる具体的な方策につ

いて検討する必要があるが，指導者は，選手に対して「集中」と「リラックス」といった気持ちの切り替

えを意識させることが，一つ重要なポイントであると考えられる． 

 

Ⅴ．まとめ 

本研究は，セーリング競技における NT とユース NT を対象に，心理的競技能力に関する調査を

行い，NT（オリンピックメダリスト含む）とユース NT の心理的競技能力の特徴を捉え，NT およびユー

ス NT の競技力向上に繋がる心理的競技能力について検討した．その結果，以下のような特徴が

みられた．なお『』を因子，「」を尺度として表記した． 

1． NT では，心理的競技能力に性差が認められなかったものの，ユース NT の男子は，女子よりも
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「闘争心」，『自信』（「自信」，「決断力」）および『作戦能力』（「予測力」，「判断力」）が高い． 

2． ユース NT は，NT にステップアップするために，『競技意欲』（「忍耐力」，「自己実現意欲」），

『精神の安定・集中』（「リラックス能力」，「集中力」），『自信』（「自信」，「決断力」）および『作戦

能力』（「予測力」，「判断力」）を高める必要がある． 

3． オリンピックメダリストの心理的競技能力は，『精神の安定・集中』（「自己コントロール能力」，「リ

ラックス能力」，「集中力」）が高い傾向であり，NT の競技力向上に関連する能力であると考え

られる． 

以上の知見は， NT およびユース NT の競技力向上に寄与するものと思われる． 
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